インターネット

インターネットの歴史

パケット通信とは何か

インターネットの始まりは、アメリカが行った核戦争でも使える通信網の開発からである。
従来の通信手段では、その回線が使用不能になれば通信はできなくなってしまう。

これを回避するために、情報をある単位でまとめて（パケット）それをあたかも小包のごとくネットを探索しながら目的の場所に届ける方法が考案された。
これをパケット交換方式あるいはパケット通信という。
パケット通信はアメリカ国防省の研究プロジェクトであるARPAnetで１９６９年に採用されたのが最初で、これがインターネットの原型になった。

パケット通信はデータの塊をパケットという小さな独立した単位で送るのだが、そのパケット一つ一つにあて先などの情報が入っており、自分で目的値までの経路を探索して到達する。したがって途中で特定の通信回路に障害があっても、そこを迂回して目的地に到達するということが可能になるのである。

TCP/IPとは何か

パケット通信をするためには、そのパケットをどのような規格（プロトコル）にするかという取り決めがないと情報のやりとりができない。

アメリカの国防省がARPAnetで利用するデータ通信の規格として作ったものがTCP/IP（Transmission Control Protocol/Internet Protocol）と呼ばれるものである。
TCP/IPはインターネットで使うために作られた規格であるのでインターネットプロトコルとも呼ばれる。
勿論、この規格をインターネット以外で利用することも可能だ。
例えば、コンピュータ同士をケーブルで繋ぐLANというネットワークシステムがあるが、このLANで使うプロトコルとして利用することも可能だ。
Windowsでは従来コンピュータ同士の小規模なネットワークとしてはNetBEUI（ネットビューイ）というプロトコルが多く使われていたが、最近ではTCP/IPをこうした小規模LANでも利用する傾向にある。

WWWの登場

１９９２年、スイスのティム・バーナーズ・リーはインターネットに繋がるすべてのサーバーのディスクにある文書が簡単に相互に閲覧、転送のリンクが可能になる様にURL（共通の文書名の表記）とHTML（共通の書式）とHTTP（転送する為のプロトコル）を考案、自作プログラム「ＷＷＷ」を開発、そしてこの構想（仕組み）自体をＷＷＷ（World Wide Web）と名づけた。
これが現在のインターネットの形を決定的に方向付けた。

インターネットの意義

インターネットを人々のコミュニケーションのためのメディアとして捉えると、その最も大きな特徴は双方向性にある。

勿論、今までも双方向性を備えたメディアは存在する。

例えば、手紙や電話だ。
しかし、これらは特定の限られた相手（殆どは１対１）と作られる閉じた空間でのコミュニケーションだ。
一方多数の人とのコミュニケーションを可能にしたラジオ、テレビは、マスコミという言葉が象徴するように不特定多数への伝達手段として人類の歴史の中で画期的な役割を果たしてきたが、情報は一方的に大衆に流されるだけで双方向性といった性質は全くない。

また手紙のような保存性もない。

インターネットは双方向性は勿論のこと、特定の相手にも、また不特定多数の相手にも情報を送ることができ、その上保存性もある。

こうして考えるとまさに万能のメディアということができるのである。

各種のメディアを分類した表があるので紹介しておく。

　　　　　　　　　　　　　　各メディアの性質

	メディアの種類
	同時性
	双方向
	保存
	手段

	特定少数
	手紙　
	　×
	　○
	　○
	文字

	
	電話　
	　○ 
	　○ 
	　×
	音声

	
	ＦＡＸ
	　○
	　○
	　○
	文字

	不特定多数
	テレビ
	　○
	　×
	　×
	映像・音声・文字

	
	ラジオ
	　○　
	　×
	　×
	音声

	
	新聞
	　△
	　×　　
	　○
	文字

	
	出版（書籍）
	　×
	　×
	　○
	文字

	両方
	インターネット
	　○
	　○
	　○
	文字(音声・映像)


現在のインターネット

WWW（World Wide Web）
従来のコンピュータ通信とよばれるものはデータのやり取りが主に文字だけであった。

それを文字も含めて、画像や音その他のデータの規格を統一的な画面に表示（表現）させる規格（言語）が考えられた。この言語をHTML(Hyper Text Markup Language)といい、HTMLで書かれた画面をホームページ(Home Page)という。 
ホームページを画面に表示させるプログラムのことをブラウザという。

ホームページにはその存在場所をしめす番地のようなものがありそれをＵＲＬ（Uniform Resource Locater）という。こうした仕組みを使ってデータの表示や通信を行う仕組みのことをWWWという。このWWWの登場が現在のインターネットの爆発的な普及を促したとも言える。現在ホームページの数は物凄い勢いで増えており、各ホームページは関連した別のホームページを参照できるためのリンクと言われる仕組みが組み込まれているものが多い。そのため、このリンクを次々とたどって行く事でインターネットの中の世界を渡り歩くことができる。こうした操作を次から次に来る波に乗ることに例えてネットサーフィンと呼ぶことがある。

E-mail
単にメールとも言う。
インターネットを通じて特定個人に通信文を送るシステムである。手紙を電子化したものと考えて良い。
メールは直接個人のコンピュータ宛てにデータを送るわけではなく、個人（あるいは法人）が設定したり、あるいは契約している通信業者（プロバイダ）が設置しているメールサーバと呼ばれる所に送られるのである。
各個人はメーラーと呼ばれるソフトを使ってこれらの通信文を自分のコンピュータに取り込んで読むのである。

メールは大変便利なもので現在はコンピュータだけでなく携帯電話などでも広く使われている。
ＢＢＳ（Bulletin Board System）

電子掲示板ともいい、特定、あるいは不特定多数の人間が共通に読み書きできる場所をインターネット上に作り、そこに書かれたデータを共有して情報のやりとりを行う仕組みである。便利な反面、書き込みをした人の匿名性を悪用した各種犯罪の温床にもなっており、インターネットが生んだ新たな社会問題として解決すべき大きな問題も抱えている。

Chat
電子掲示板が公開しあった手紙のやりとりだとすると、電話のようにリアルタイムで互いに書き込みを行って情報のやり取りをする仕組みがチャットである。
インターネット上でキーボードとディスプレイと使った多人数による会話である。

インターネットの利点

インターネットはかつて人類が一度も手にしたことのない通信手段であり、その特徴は既に述べたとおりである。

テレビに代表されるマスメディアとの決定的な違いは情報の受信者が即発信者に変われるという双方向性にある。

したがって、通信販売などではテレビショッピングより、はるかにリアルタイム性の強い電話のようなやりとりが可能である。
しかも、電話と違ってデータの保存性もあるので商取引にはもってこいである。
個人の買い物は勿論のこと、こうした利点は企業間取引でも大いなる利便性をもたらす。

また従来のマスコミはそうした情報を発信するための設備は膨大な資金と技術が必要で個人レベルはおろか余程の資本力のある組織や法人でないと情報発信者にはなれなかった。

しかし、インターネットでは僅かな資金と労力で個人レベルでもホームページを作成したり、掲示板を立ち上げ、自分の意志で情報発信することが可能になる。

インターネットの弊害

インターネットはコミニケーションの手段としては、今までのどんな技術でもできなかった多くの特徴を持つまさに万能のメディアではあるが、逆にその利便性を逆手にとった悪用も可能である。

まず、現在大きく問題になっているのが情報発信者の匿名性である。

例えば、掲示板を利用して自分は匿名でありながら特定の個人や組織を誹謗中傷するといったことが簡単にできてしまう。
また、マルチ商法や怪しげな宗教の勧誘といったものも話題になることが増えてきた。

また、本来真面目な目的で運営されていたホームページや掲示板も、発信者には悪意がなくても、表現の問題から感情の行き違いが生じ、口喧嘩からだんだんエスカレートしていって事件に発展するといったケースも多々見られる。

インターネットの将来

インターネットの登場はかつて人類が一度も経験したことのない情報量が人間の処理能力を上回る歴史的転回点を出現させた。

人類は全て「不足」からの脱却を目指して進歩してきた。
これは、食料についても、エネルギーについても情報についても共通に言える。

しかし、こと情報に関しては、少なくとも量に関しては、個人が手に入れることの情報量は、個人が処理できる量を遥かに超える量をいとも簡単に入手できるようになってきた。

例えば、手紙であれば、同じ量の文章を書く時間と読む時間であれば殆どの人は書く時間の方が遥かに長い。

従って、手紙に関しては、情報の発信能力に比して、受信能力は遥かに上回り、全体として常に情報に関しては満腹感より飢餓感の方が勝つ。
しかし、メールであれば、どうだろう。

似た内容であれば別のメールやワープロの文章をコピーしたり一部を利用したりして手紙と比べると遥かに効率的に短時間で作成できる。

また、大勢の人に出すにしてもメーリングリストなどを使って一度に大量の情報をいとも簡単に発信できてしまう。

こうした基本的な構造の他、企業の広告のメールやいたずらその他もあり受け取るメールの量は増え続けるだろう。

一方読む方としては、一日何件まで読むことが可能だろうか。
これは手紙の時代から大して変わらない。

要するに発信は際限なく増え続けるが受信の能力は増えないという基本的な問題がここにあるのだ。
メールはある一定の量を超えると、溜まり続け、それは一生かけても全てを読むことは不可能になるだろう。

メールだけではない、写真なんかもデジカメのおかげでフィルム代を考えずにいくらでも撮ることが可能になった。

やがて未整理の大量の写真データがハードディスクやその他のメディアに蓄積され、それらの大半は二度と見ることもないまま死蔵されていくのは目に見えている。
質の悪い大量のデータの存在は本来必要なデータをマスキングしてしまい、結局情報不足の状態と同じ様相を呈することになるのである。

恐らくこれからはこうしたデータ洪水からどのようにして必要なデータを抽出したり選別していくかということが問われる時代になるだろう。

しかし、これは人間が本質的に最も不得意とする処理なのである。

インターネット以前のコンピュータ通信

インターネットが普及する前は、パソコン通信とよばれるネットワークシステムが利用されていた。

初期の頃は電話回線を使って、音響カプラーというモデムの前身のような原始的な機械で情報を一旦音声に変換し、電話の受話器からデータを流して通信していたのである。

その頃のデータ通信速度は300ビット／秒などという信じられないような低速度であった。

下記の本は私（園田）が1986年に出版したものでまだインターネットは日本では存在していなかった。
当時はプロトコルも自分で作るような状況で、各種商用のデータベースがぼつぼつ出現していたが、規格は全く統一されてなく、利用者が個別で各種の設定を行なわなければならなかった。

日本でTCP/IPが実験的に使われ、インターネットのテストがはじまったのがこの２年後である。
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